
JP 2011-515218 A5 2012.5.10

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成24年5月10日(2012.5.10)

【公表番号】特表2011-515218(P2011-515218A)
【公表日】平成23年5月19日(2011.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2011-020
【出願番号】特願2011-501959(P2011-501959)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   1/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ   1/30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月14日(2012.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　本出願では、以下の態様が提供される。
１．　スライド塗布の方法であって、複数ユニットポリマー前駆体を含有する第１の流体
を提供し、前記第１の流体を、基材に隣接して配置される第１のスライド表面に下るよう
に流し、前記第１の流体を前記第１のスライド表面から前記基材まで流すことによって前
記基材を前記第１の流体で塗布して、第１の塗布層を形成し、前記基材を移動し、前記第
１の塗布層を硬化させる、ことを含む、方法。
２．　前記第１の流体が更に、単一ユニットポリマー前駆体を含有する態様１に記載の方
法。
３．　前記第１の流体が更に、１つ以上の溶媒を含有する態様１又は２のいずれか一項に
記載の方法。
４．　前記第１の流体が、約１０重量％以下の水を含有する、態様１～３のいずれか一項
に記載の方法。
５．　前記複数ユニットポリマー前駆体が、アクリレートである、態様１～４のいずれか
一項に記載の方法。
６．　前記複数ユニットポリマー前駆体が、エポキシアクリレート、ウレタンアクリレー
ト、カルボン酸半エステル、ポリエステルアクリレート、アクリレート化アクリル、又は
それらの混合である、態様５に記載の方法。
７．　前記第１の流体の粘度が、約５センチポアズ以下である、態様１～６のいずれか一
項に記載の方法。
８．　前記第１の流体が更に、ビーズを含有する、態様１～７のいずれか一項に記載の方
法。
９．　前記第１の流体が、塗布前の前記第１の液の全重量に基づいて、約５重量％を越え
るポリマーを含有していない、態様１～８のいずれか一項に記載の方法。
１０．　前記第１の流体が、約６ミクロン以上の厚さで前記基材上に塗布される、態様１
～９のいずれか一項に記載の方法。
１１．　更に、前記基材上の前記第１の流体が硬化する前に少なくとも一部を乾燥させる
ことを含有する、態様１～１０のいずれか一項に記載の方法。
１２．　硬化は、紫外線源、赤外線照射源、Ｘ線源、ガンマ線源、可視光源、マイクロ波
源、電子線源、熱、又はそれらの組み合わせを用いて達成される、態様１～１１のいずれ
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か一項に記載の方法。
１３．　前記基材は、少なくとも毎秒約０．５メートルの速度で移動される、態様１～１
２のいずれか一項に記載の方法。
１４．　前記基材と前記第１のスライド表面との間に、約０．１ｍｍ（４ミル）以上の間
にギャップがある、態様１～１３のいずれか一項に記載の方法。
１５．　スライド塗布の方法であって、複数ユニットポリマー前駆体と単一ユニットポリ
マー前駆体とを含有する第１の流体を供給し、前記第１の流体を、基材に隣接して配置さ
れる第１のスライド表面に下るように流し、前記第１の流体を前記第１のスライド表面か
ら前記基材まで流すことによって前記基材を第１の流体で塗布して、第１の塗布層を形成
し、前記基材を移動させ、前記第１の流体の少なくとも一部を乾燥させ、前記第１の塗布
層を硬化させる、ことを含む、方法。
１６．　前記第１の流体が更に、少なくとも１種の溶媒を含有する、態様１５に記載の方
法。
１７．　前記第１の流体が、約１０重量％以下の水を含有する、態様１５又は１６のいず
れか一項に記載の方法。
１８．　前記複数ユニットポリマー前駆体と前記単一ユニットポリマー前駆体とが、アク
リレートである態様１５～１７のいずれか一項に記載の方法。
１９．　前記複数ユニットポリマー前駆体と前記単一ユニットポリマー前駆体とが、ウレ
タンアクリレートである、態様１５～１８のいずれか一項に記載の方法。
２０．　前記第１の流体が、塗布前の前記第１の流体の全重量に基づいて、約５重量％を
越えるポリマーを含有していない、態様１５～１９のいずれか一項に記載の方法。
２１．　前記第１の流体の粘度が、約５センチポアズ以下である、態様１５～２０のいず
れか一項に記載の方法。
２２．　スライド塗布の方法であって、複数ユニットポリマー前駆体と、単一ユニットポ
リマー前駆体と、１種以上の溶媒とを含有する第１の流体を供給し、前記第１の流体を、
基材に隣接して配置される第１のスライド表面に流下させ、ローラを使用して前記基材を
前記第１のスライド表面を通過させて移動させ、前記第１の流体を前記第１のスライド表
面から前記基材まで流すことによって前記基材を第１の流体で塗布して、第１の塗布層を
形成し、前記第１の流体の少なくとも一部を乾燥させ、前記第１の塗布層を硬化させる、
ことを含む方法。
　このように、複数ユニットポリマー前駆体を含有しているスライド塗布液の方法の実施
形態が開示される。本開示が、開示されたもの以外の実施形態で実施されうることは当業
者に理解されるであろう。開示された実施形態は、例証するために提示されるもので、制
限するためのものではない。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スライド塗布の方法であって、
　複数ユニットポリマー前駆体を含有する第１の流体を提供し、
　前記第１の流体を、基材に隣接して配置される第１のスライド表面に下るように流し、
　前記第１の流体を前記第１のスライド表面から前記基材まで流すことによって前記基材
を前記第１の流体で塗布して、第１の塗布層を形成し、
　前記基材を移動し、
　前記第１の塗布層を硬化させる、ことを含む、方法。
【請求項２】
　前記第１の流体が更に、単一ユニットポリマー前駆体を含有し、且つ１つ以上の溶媒を
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含有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数ユニットポリマー前駆体が、エポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、
カルボン酸半エステル、ポリエステルアクリレート、アクリレート化アクリル、又はそれ
らの混合から選択されるアクリレートであり、前記第１の流体の粘度が約５センチポアズ
以下である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の流体が更に、ビーズを含有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の流体が、約６ミクロン以上の厚さで前記基材上に塗布される、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　更に、前記基材上の前記第１の流体が硬化する前に少なくとも一部を乾燥させることを
含有する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記基材は少なくとも毎秒約０．５メートルの速度で移動され、前記基材と前記第１の
スライド表面との間に、約０．１ｍｍ（４ミル）以上のギャップがある、請求項１に記載
の方法。
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